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(公財)日教弘 教育実践研究論文募集事業 

愛知支部 教育実践研究論文 募集要項 
 

  愛知県内の教育関係者が日々行っている教育実践の優れた結果の報告の場として、教育実践研究論

文を募集します。令和７年度は下記要項のとおり実施します。 

 

１. 主催   公益財団法人 日本教育公務員弘済会 愛知支部 

 

２．募集要件 

 (1) 募集要件 

  ・未発表の論文であること。 

公的機関、研究会、市販の図書・教育誌等にすでに発表したもの及び他団体に応募（推薦含

む）済みのものは対象外とします（当会提出後に発表・応募等したものも対象外）。 

※レポート等であっても内容が類似したものは不可とします。 

ただし、新たな内容に主軸を置いているものであれば応募可とします（内容に差異がないも

の、前段である研究・活動に紙幅を割いて新たな内容を数行追加しただけのもの等は対象外）。 

また、研究紀要のみの応募は認められません。 

・要旨、論文の様式に不備がないこと。 

・応募は１校（学校・個人）１編とします。 

 ※同部門で２年連続の応募はできません。また、前年と同じ研究内容で部門を変えて応募する

ことはできません。 

 (2) 募集対象 

   ①学校部門 

  愛知県内の国･公･私立の幼･小･中･高･特別支援･高専等の各学校及び教育機関等並びにそこに

勤務する教育関係者で組織する教育研究団体 

※高等学校・特別支援学校・義務教育学校・中学校・小学校・幼稚園（認定こども園）につい

ては、愛知県公立高等学校長会、愛知県小中学校長会、名古屋市立小中学校長会及び愛知県

公立幼稚園・こども園長会の推薦を受けた学校(園)であること。 

 ②個人部門 

  上記の学校や教育機関等に勤務する教育関係者個人・研究グループ 

なお、研究グループは「個人部門」として扱います。 

※「教育関係者」とは、愛知県各市町村等に設置された国･公･私立の学校､その他の教育機関に勤務

する教職員及びこれに準ずる者とします。 

 (3) 募集期間 

令和７年４月１０日（木）～令和７年１０月１０日（金） 

 (4) スケジュール 

令和７年１０月中旬 選考を行います。 

令和７年１１月上旬 受賞結果を通知します。 

令和７年１２月上旬 公益財団法人日本教育公務員弘済会愛知支部の贈呈式にて交付します。 

 (5) 応募方法 

 下記の書類等を愛知支部へ応募期限内に提出してください。 

   ・日教弘愛知支部教育実践論文応募票（日教弘愛知支部のホームページからダウンロード） 

   ・日教弘教育賞応募者調査書（日教弘愛知支部のホームページからダウンロード） 
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  ・要旨（A4 判 1 枚） 

  ・論文（A4 判 4 枚） 

   ・電子データ（CD-ROM 等）（要旨・論文・論文中の図表のデータ） 

 ※詳細は別紙「教育実践研究論文 応募にあたっての留意事項」をご参照ください。 

 (6) 応募期限 

 令和７年１０月１０日（金）必着 

 

＜個人情報の取り扱いについて＞ 

個人情報は、本事業に関わる目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。 

 

３．表彰及び賞金 

①優秀賞（学校部門２編・個人部門１編） 

 「第３１回（令和７年度）日教弘教育賞論文」に愛知支部より推薦します。 

 ※賞金は「日教弘教育賞論文」の要項に従います。 

②優良賞（個人部門５編） 

賞金２万円 

※各賞の該当数は選考結果により変わることがあります。 

※応募要件を満たしていない場合、受賞の対象外となります。（受賞後に発覚した場合も賞の取消

及び賞金の返金を求めることがあります） 

 

４．選考 

 (1) 選考方法 

   日教弘愛知支部教育振興事業選考委員会の選考後、愛知支部幹事会の議を経て、支部長が部門ご

とに優秀賞・優良賞を決定します。 

   結果は文書で各申請者に連絡します。（１１月初旬） 

 なお、受賞の理由、選考に関わる問い合わせには回答しません。 

 

 (2) 選考基準 

①現代の教育課題を適切に取り上げられているか。 

②教育課程上適切に位置付けられ、授業の改善に資するものとなっているか。 

③園児・児童・生徒の主体的な変容・発達の姿が見られるか。 

④理論と実践が一体となった研究であるか。 

⑤その研究内容は価値が高く、他の学校(園)でも活用できるか。 

 

５．研究論文の発表 

  提出された論文は愛知支部のホームページ又は広報誌等に掲載し、広く県内外に紹介します。 

応募された論文の版権は愛知支部に所属します。 

 

６．日教弘教育賞への推薦 

  優秀賞の３編（学校部門２編・個人部門１編）を日教弘教育賞論文に推薦します。 

ただし、過去５年以内（2021～2025 年度）に推薦を受けた学校・団体・個人等は、部門を問わず除

きます。 

表彰及び賞金額は次のとおりです。 

   最優秀賞（２編）：学校・研究団体 50万円または個人・研究グループ 30 万円 

   優秀賞（６編）：学校・研究団体 40 万円または個人・研究グループ 20万円 
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   優良賞（８編）：学校・研究団体 30 万円または個人・研究グループ 15万円 

   奨励賞（上記外論文）：学校・研究団体 10万円または個人・研究グループ 5万円 

※推薦の際、住所・名前・生年月日・電話番号等をお聞きします。 

※最優秀賞・優秀賞・優良賞の該当者については、東京で表彰式を行い贈呈します。 

なお、表彰式に出席しない奨励賞該当者については、愛知支部から贈呈します。 

詳しい日程等については、該当者に別途案内します。 

※日教弘教育賞研究集録を刊行し、教育の振興に役立てます。最優秀賞・優秀賞・優良賞の該当

論文については全文を掲載し、奨励賞該当論文については「論文の研究主題・執筆者の名前・

勤務校」を掲載します。また、ホームページにも掲載します。 

 

７．問い合わせ先 

 公益財団法人日本教育公務員弘済会愛知支部 

  〒460-0004 

  名古屋市中区新栄町二丁目 4番地 坂種栄ビル４階 

  「教育実践研究論文」担当：三浦治夫 

   TEL：052-951-3453  FAX：052-961-9550 

   E-mail：aichi@nikkyoko.or.jp 

URL：https://www.nikkyoko.or.jp/company/aichi/index.html 


